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1.背景と目的 

街路樹は単に美しさや緑陰の提供だけでなく、温暖化

の抑制、生物の拠りどころ、災害時の防災効果など良好

な都市の緑の骨格として、量的には充足されつつある。

しかし生長に伴う樹形と根系のバランス不調和や、外

傷・病虫害等による腐朽で幹や根元の空洞化による倒伏、

沿道建築物や架空線との競合が発生してきている。その

ため、これまでのような樹形維持のための考え方や枝葉

の剪定技術のあてはめだけでは対応しきれなくなってき

ている。この狭い空間における大木化と美しい樹形の両

立という新たな課題に対しては、各自治体や団体等で以

下のような様々な取り組みがされはじめている。 

特に平成９年には街路樹の現状把握・評価の方法・目

標像の設定と剪定方針等の内容を含んだ剪定の手引きと

して「大型街路樹の維持管理手法に関する共同研究報告

書」1)がまとめられ、その後、街路樹の技術書として「街

路樹」2)が発行された。このように街路樹の管理手法や

技術についての取り組みがなされてきた一方、課題とし

て剪定技術を確実に継承されるような仕組みや体制を構

築する必要性が生じた。そのため、平成11年度には社団

法人日本造園建設業協会より、「街路樹剪定士認定制度」

が発足された。 

本稿は、このような新たな街路樹の維持管理手法確立

のために、東京都第一建設事務所管内の街路樹を対象に

路線の区分と目標樹形及び剪定方針の設定によるモデル

剪定の具体的な報告である。 

 

2.目標樹形と剪定方針の設定 

従来、街路樹の目標樹形の設定に関しては、標準樹形

（樹高と枝張りの割合）が樹種毎に画一しているため、

歩道幅員の狭い場所では極めてボリューム感の欠けた街

路樹景観になってしまう等の課題がある4)。 

維持できる街路樹の樹形は、歩道幅員によるところが

大きく、このことからまず、歩道幅員と樹種によりタイ

プ区分を行い、次に、既存の植栽樹種毎に幅員との関係

を勘案した目標樹形を設定した。さらにその樹形づくり

に向けての剪定方針を設定した。 

(1) 目標樹形の設定と路線区分 

東京都の道路設計基準における５つの区分を基準に、

区分が細かすぎて煩雑になることを考慮して、「狭幅員

タイプ」、「広幅員タイプ」、「中間幅員タイプ」の３タイ

プに定め、これに樹種を加え、路線区分した（表-1）。 

 表-1 歩道幅員におけるタイプ区分表 

 

 

 

 

 

 

 

植樹帯 街路樹ます
2.50ｍ未満

2.50、2.75ｍ 0.76ｍ Ｔ－１

3.00、3.25ｍ 0.76ｍ Ｇ－１ Ｔ－１

3.50ｍ 0.76ｍ Ｇ－１

3.75、4.00、4.25ｍ 1.06ｍ Ｇ－２

4.50、4.75ｍ 1.37ｍ Ｇ－３

5.00、5.50ｍ 1.67ｍ Ｇ－４

③広幅員タイプ
（歩道幅員5.51ｍ以上）

6.00ｍ以上
1.97ｍ

　　　以上
Ｇ－５

　　　以上

①狭幅員タイプ
（歩道幅員3.50ｍ以下）

②中間幅員タイプ
（歩道幅員3.51ｍ以上5.50ｍ以下）

歩道幅員

東京都の道路設計基準における歩道幅員区分
歩道幅員タイプ

植樹幅員
植栽形式

目標樹形の設定に際しては、一律に歩道幅員を基本に

算出するのではなく、歩道幅員が狭い場合や広い場合な

ど算出方法に違いを持たせた。また、樹高・枝張り比は、

樹種特性を考慮した幅のあるものとし、その場に応じて

図-1に示す手順で決定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅰ 歩道幅員を基本に伸長可能な樹高・枝張りの算出（街路樹ﾏｽﾀｰﾌ ﾗ゚ﾝを改良）

●　標準タイプ【主に中間幅員タイプで採用】

・枝張り＝（歩道幅員－dx－ｸﾘｱﾗﾝｽ(1m)※1）×２ｍ

・樹　高＝枝張り／（樹高・枝張り比）※2

※1　沿道の土地利用は短い区間内でも混在しているため、ｸﾘｱﾗﾝｽを1.0ｍに固定して設定

※2　樹高・枝張り比は、樹種毎に幅をもたせて設定

●　歩道幅員が狭い場合【主に狭幅員タイプで採用】

「歩道側･車道側不均一タイプ（片枝樹形タイプ）」

・仮枝張り＝（歩道幅員－dx）×２ｍ

・樹　高＝仮枝張り／（樹高・枝張り比）

・枝張り＝仮枝張り－ｸﾘｱﾗﾝｽ(1m)

●　歩道幅員が広くボリューム感のある緑量が求められる場合【主に広幅員タイプで採用】

「車道と平行方向拡大タイプ」

・標準タイプと同様。植栽間隔を考慮しながら車道と平行方向の枝張りを決定する。

●　歩道幅員が広く目標樹形が大きくなりすぎる場合【主に広幅員タイプで採用】

・ 植栽間隔を考慮して枝張りを設定、これにより樹高を算出

例）植栽間隔6ｍの時、隣接する樹木とのｸﾘｱﾗﾝｽを考慮して枝張りは5ｍとする。

Ⅱ 剪定作業上の制約による判定　（道路管理上の制限）

●　２車線（両側）以上： 樹高 約10ｍまで

●　４車線（両側）以上： 樹高 約18ｍまで（民地側等の剪定を行うため）

・剪定作業にともなう高所作業車使用上の制約を考慮すると、高所作業車の仕様から、

２車線（両側）以上で２ﾄﾝ車、４車線（両側）以上で４ﾄﾝ車の使用が一般的に可能。

（高所作業車仕様）・２ﾄﾝ車：作業地上高　約10ｍ／ｱｳﾄﾘｶﾞｰ幅　約2.0ｍ
　　　　　　　 ・４ﾄﾝ車：作業地上高　約21ｍ／ｱｳﾄﾘｶﾞｰ幅　約4.0ｍ

Ⅲ 樹種特性による樹高の考慮

・ 街路樹では樹高が高くなる樹木や横に広がる樹木等、様々な樹種が植栽されている。

そのため、単純に伸長可能な枝張りから樹高を算出してもその高さに到達しない樹種

が出てくる。

・ 従って、本調査では「街路樹ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ」における各種の標準樹形を樹高の目安として

考慮した。

Ⅱ,Ⅲの制限により、樹高が変更した場合は変更値を基に枝張りを算出する。

目 標 樹 形 の 決 定
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図-1 目標樹形設定の手順
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(2) 剪定方針の設定と剪定タイプ 

現状の樹形と目標樹形を比較して、まずタイプ区分を

行った。目標樹形より小さいものを「育成タイプ」、すで

に目標樹形の大きさを大きく越えているものを「縮小タ

イプ」、目標樹形に近い大きさのものを「維持タイプ」と

し、それぞれの剪定の具体を示した（表-2）。さらに、こ

れらに加え、樹形が大きく乱れ、再萌芽によらなくては

回復できないものを「樹形再生タイプ」として加えた。 

 

3.成果 

本調査により東京都第一建設事務所管内全ての街路

樹に対して、路線の緑化空間や沿道特性に応じた目標樹

形とそれに導くための剪定方針を設定し、対象路線の区

分毎（45路線全176区分）の現況特性及び目標樹形・剪

定タイプを整理し、区分ごとに現況断面を用いてシート

方式によりまとめた。 

なお、植栽本数の多いイチョウとスズカケノキに関し

ては、それぞれタイプの異なる５路線を抽出し、目標樹

形の実現及び剪定方針に沿ったモデル剪定を剪定指導員

により、剪定業者への講習を兼ねて2～3ヶ年に亘って実

施した（図-2）。 

 

4.おわりに 

街路樹が並木であることから、樹形を同形・同大に揃

え、並木としての統一美を表現することと、道路や緑化

空間に納まりのよいその場に適した樹形を実現すること

を重視して、目標樹形と剪定タイプ及び剪定方針を設定

し、提案することができた。今後、これらを実現するた

めに、効率的かつ柔軟な剪定サイクルで街路樹管理が行

われることが期待される。 

表-2 剪定タイプと剪定方針 

育成タイプ

・通常は前回の切り口や瘤からの多数の枝（新出枝）が発生し
ているので、よい方向に伸びている枝を数本（2～3本程度）残
して、他の枝を除去する。
・残した新出枝の長さはあまり切り詰めずに、骨格枝となるよ
う育てていく。・枝を整理する際に、可能な限り瘤を切り直し
て、ゴツゴツした樹形を矯正する。
・特に枝の途中にできている瘤は、新出枝が集中して発生する
部位となるため除去することとする。
・頂部優勢を意識して、下方ほど枝数を多く残して柔らかい樹
形づくりを心がける。

維持タイプ

・現在の大きさを維持するタイプで、次回の剪定までの枝の伸
長量を見極めて、その分を剪定する。
・基本的に育成タイプと同様であり、残した枝の長さがこちら
は短くなる。
・育成タイプと比べ剪定量が多くなるので、バランス良く枝が
伸長するように、ふところ枝を大事に残し、柔らかい樹形づく
りに活用していくことが重要である。

縮小タイプ

・緑化空間に対して樹形が大きくなりすぎたために、樹形を縮
小して空間に納めるタイプで、主幹や太い骨格枝まで剪定する
ことになる。
・大きく切り詰めることになるので、できるだけ大きくなった
瘤の手前で剪定し、瘤を除去していく。
・枝の太い部分を剪定することになるため、なるべく枝のある
ところで切り返し剪定を行い、少しでも柔らかい樹形となるよ
う配慮することが重要である。また、ふところ枝もバランス良
く残し、柔らかい樹形づくりに活用していくのが望ましい。

萌芽力が強く、強い剪定に耐えるため、剪定により樹形の矯正がしやすい種に
おける剪定タイプ別の剪定方針（イチョウ・スズカケノキ・エンジュ等）

本報告に用いた事例は、東京都第一建設事務所より委

託された街路樹目標樹形調査委託によるものである。事

業の推進にあたって御助言を頂き、本稿の掲載を御承諾

頂いた東京都第一建設事務所、またモデル剪定では御自

身で直接剪定して頂いた剪定指導員の㈱吉村造園の吉村

金男氏に厚く御礼申し上げます。 
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モデル剪定事例（昭和通り：イチョウ） 
Ｈ１１年度 剪定前               Ｈ１３年度 剪定後 ● 目標樹形および剪定方針 

路線区分：広幅員タイプ 

目標樹形：樹高15ｍ，枝張り 8ｍ 

剪定タイプ：維持タイプ（枝張りは拡大） 

剪定方針： 

・剪定樹高は、目標樹高 15ｍになるよ

うに 14ｍ留めとし、枝張りは縮小しな

い。 

・全体的に柔らかさの感じられる樹形を

創出するために、切り返し剪定を基本

とし、不要枝を除去しながら、骨格枝

のふところ枝を残す。 

図-2 モデル剪定の実施状況と目標樹形及び剪定方針事例

※モ に
デル剪定は、H11 年度からH13 年度
 

かけて３回実施した。 


